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ク・6月の人口の動き

出生男19女53計52
死亡〃知1レ20
転入川16川20ぺ36

転出川4シ191り36

　

世帯数9．380

　

人口45．053
男21，641女23．412

市
勢
発
展
に
功
労

市
制
記
念
日
に
表
彰

　

大野市制

施行記念式

は7月卜

午前10時か

ら市役所大

会議室でお

こなわれ、

過去9年間

市勢発展に

尽力された

つぎの21名

と11団体に市艮から表

彰状が贈られました。

△自治功労者

　

常見憲馬、松陰旭、

　

山村清太郎、小林亮

　

之介

△学事功労者

　

上庄森林糾合、木下さだを、田辺初

　

菊、藤本は津を、清水幸子

△社会事業功労者

　

小林利右衛門、木占会（中神明）、上

　

荒井保健班．斎藤正、山田八千代、

　

斎藤久代、尾崎ハル、稲津忠右衛門

　

高津与衛

△産業功労者

　

権守七太郎、黒川力蔵、森永新之助

　

林正治郎

△社会教育功労者

　

阪谷小学校子供郵便局

△節婦

　

林みよし

△納税優良組合

　

篠座中、二番下二区、大矢戸、中丁

　

阿難祖領家、西山、不動堂

△納税功労者

　

笹島真一

　

社会奉仕の日を復活

　　

まちの美化運動を推進

　

市では、まちを美しくするために、

7月50日を社会奉仕日と定めて、私た

ちの市は私たちの手で美しくしようと

まちの美化運動を進めていましたが皆

さんの積極的な協力で大成果を得まし

た。

　

この美化運動は7月20から30日まで

まちを美しくする推進旬間として、家

のまわりや道路、排水路など身近なと

ころを重点に進めていましたが、同旬

間の最終日がこれまでの社会本仕口に

あたりますのでこれを復活して、まち

ぐるみ美化運動が行なわれたものです

　

今後、毎年この運動が行われますが

こうした旬間だけでなく、年間を通じ

て一人一人がまちを美しくするよう心

掛けたいものです。

1千544名の英霊まつる

おごそかに大野市合同慰霊祭

　

祖国のため1淳い命を失われた市内1

千544名の英霊をなぐさめる大野市初

の合同慰霊祭は7月2日午後1時から有

終南小学校で遺家族ら関係者約800名

が参列して厳粛に行なわれました。

　

この日、祭主森広市長は「私たちは

祖国愛の権化となられた諸英霊のご遺

志を継ぎ、郷土繁栄と世界

平和のためにいかなる苦難

も乗り越えて行くことを堅

くお誓いし、1千544名のご

めい福とご遺族に加護あら

んことを念じます」と追悼

のことばを述べ、参列者の

涙をそそりました。

　

続く遺族会長、傷い軍人

会長らの弔辞のあと、法蓮寺住職が導

師となり、市内各地区、仏教会など18

人の僧職の読経で、いまはなき夫や父

の霊をなぐさめられました。

　

この合同慰霊祭は、ことしから復活

する国の慰霊祭の趣旨にそったもので

今後毎年続けられます。

　

特別給付金の支給開始

　　

戦没者等の妻に対して

　

こんど遺族援護法の一部が改正され

戦没者等の妻に対する特別給付金20万

円がことしの10月から！0ヵ年の分割払

いで支給されることになりました。

　

この特別給付金請求の受け付けは8

月1日から始められます。ま該当者はつ

ぎの書類を持参の上、市福祉事務所で

請求手続をしてください。

イ、請求者が戦没者等のし妻であること

　

が判明できる戸籍謄本か抄本、昭和

　

38年4月1日における住民票の謄本

ロ、請求者（友）が昭和38年4月1日後に

　

死亡された場合は。そのものの相続

　

人であることが認められる戸籍謄本

　

か抄本

ハ、その他公務扶助料、辿族年金など

　

の証書の記号番号か証書や郵便仰の

　

預り証または預金通帳

注印鑑について

　

今後給付金を受領するときにいつも

　

必要ですから、紛失しないようにご

　

注意ください。
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県体 8月24日開幕

市内8会場で6種目

　

第15回県民体育大会は大野・勝山両

巾を中心に81124日から3日問、県内各

耶巾の若人約400人がぢ加して熱戦が

辰判されます。

　

当市では、同公式とソフトボー・し、

回心、ま水泳、J，t球、相撲、レスリング

など6種目の競技が行なわれます。し随

目白の会場はつぎのとおりです。

△開会式24口午前10時有終中学佼

　　　

ソフトポール競技

会場、有終中学校、上庄中学校、尚徳

　

中学咬、有終南小学校

24日午前10時一般男子

25日午前9時一般男女

　　　

剣道競技

会場、有終南小学校

24日午前10時中学校対抗

25日午前10時一一般郡巾対抗

26口z・I4校〃

　　　

水泳競技

会場、有終中学校フール

24日午後1時中学校ワj女卜選

25日才む9時一般リjな、中学校決勝

26日・z高倣リJ女

　　　

相撲競技

会場、町終中学咬

24日午後1時鳥校ンぶ白嘸個人戦

25日午前9時中学咬〃

25川午後1時一般／／

　　　

卓球競技

会場、有終西小学岐

24日午前9時中学咬リj／だ帽本戮

25口〃一般舅女〃

26日〃高校男女〃

　　　

レスリング競技

会場、有終中学校

24日午後1時高校卜1休幟、個人戦

25日午前9時中学校〃

25日午後1時一般4・

　

賑わった大野まつり

　

刎例の大野まっりはさる27、28の曲

口行われ、27ロは炎人のもとにカーハ

レード、？引几よ肌枇岨次迎民恥大会、

翌28日は淑祭以後を飾る仮雙パレード

花火大会で賑わった。

（勾：貞は仮装バレーljと柚涼民踊大会）

農薬付着は上々

穂首イモチの空中防除

　

こまとしもヘリコプターによる農薬流

布は好九に心まれ、付石てはH式試験

七Uこよる試験の糾にご｜こ々でした。

　

この農薬敞布は・jヽQMヘリコプター5

機で7川2G日から5F］Wjにわたって五箇

阪谷地区を除く2．8I9／iaの穂1町イモチ

病の防1鼎こ、フミロン粉、帽3Cろ）を10

・7当り2K9散布したものです。

　

ことしの散布賞はIOa当り260円前

後の戸定ですっ

　

（り汽は空中流布状況）

　

実行率は3割弱

　　

新生活運動アンケート

　

市教委社会教ぱ課では、これからの

新生洒運動推進のための法礎として約

2丁・名に対して意識詞とを行ないまし

たが、その結米は大体次のようです。

この結米にもとずき、市の新生活推進

協議会でその問題点を堀りさげ、各地

区の推進委」□会で員体的な運動方針が

協議されています。

　

調査結果

△部落や町内ですすめられた昇ト活辿

　

動をあなたの家では

　

j〕よく実践した28．5ちギごちまり

　

しなかった33．8％：；まったくし

　

なかった14．6％

△公休日や，農休日をきめて行なう場合

　

一番守らないのは

　

jしぺ川59．1％ご戊年！メj于50

　

。8％まぶしゆうと15．1％

△家で行なわれているものは仁jか

　

0カ，ハエの駆除46．4％ば，家庭

　

内の話し合い29．3％：；公休日、

　

股休日の実施25．5％しこ生活の

　

改河23．1％

△行ないたいものは卵か

　

・1冠妬柿祭の合即化26ら2j休

　

目、公休日の実包22．4：＾；＾土生洒

　

時間の合Iツヒ17．8％

△新生活の謡し合いはおもにどこでさ

　

れたか

　

（1婦人会の公合32．1％々）部落渠

　

会28．2ろ

△行なう場合にだれが中心になると進

　

めやすいか

　

｜区友36．7ろn，1人会S4．1ろ

　

ダリW？13．1％

△あなたの地域のjjlは

　

1くらしの合理化4〕．1らふ明る

　

い人間関係32．8％フけ晶町）ごyり

　

31．7％・’1公共に没の設・12．7ろ

なおこの巾で、やりたいと希望すらも

のが特に多いが．宍」迦していると答え

ているものが・丿立って少ないのは．こ

のことはみんなが回とか筒貳にしたい

とねがいながらも実際は田辺なことを

はっきりと示しているといえましよう

　

老人福祉法誕生／

　

宇宙船、人工衛星の飛び交う科学万

能の時代でも、人間が1年1年と年を重

ね。やがて老人となる遠命は、さけら

れそうにもありません。しかも科学の

発違：こよりり、生わずか50年4などとい

っていたのが、いまでは70年近くにま卯

命がのび、大dミ9年に60巌以上の老人

が約450万人だったのが、咄和36乍に

は850巧人、昭祀43年には総人口の10

らを越えるi千万人もの老人人たにな

るのではないかと、まげ生宵人目問11研

究所では推計しています。

　

このようなときに、かねて国会で審

議されておりました老人福祉法がこの

ほど成立し、8月1日から施行されるよ

うになったことは、ほんまとうによろこ

ばしいことです。

従来、児童私消L法、母了私4祉法、身休

障富名刺祉法。精神訪弱者福祉法など

がありましたが、この老ノ、沁出社が誕

生して、柘副詞家日本として、ますま

す充実した形態をそなえできたものと

いえましよう。これまでも生に沁友法

により、老ノぶこ耐する‰可ということ

も行なわれてきましたが、これはあく

までも貧困な老人のみを対象とした注

律でありましたが、こんどの老人福祉

法は貧富の差を問わず、日ま本国中の6！

歳以上の老人令部の方々の幸嘔のため

にと制定された法律であるところに大

きな前進があると思われます。

　

なおこのま曹人陥祉に関する業拐は、

巾の柚嵐小拐なで取り扱かうことにな

っておりますので、なんでも辿懸なく

ごドノミしてください。

　

舗装工事が完成

　　

二番●四番線の一部

　

巾は昌巾計画jに2として二沿、四驚

両線のアスフヴルト辣ヅエ小をこいで

いましたが、このぱど完’八しました。

　

川舗装工小は、二尽線が工賞287万

円で正紐町、しにjly」428．りz．帽7．8

Ⅲ、四系線が工費661j円てに町、六月

に汐7a・。幅777むにわたるものです。

　

巾では、jに年‰し計汀小ごとして、

jJ」ま山地の惣装工ま・jを進めていますが、

これまで総工費17－299巧円を投じ、延

長2干319汽騏レム尽の舗装が句戊し

ています。

　

なお。アスファ・！卜舗装は別ヽ瞭こ

水をかけると非詣こ治久力が弱まりま

すので、ぴツミの目でも水をまか々いよ

うお願いします。

　

1日4Kmを補修

　　

活躍するグレーダー

　

巾は乱この路ンダ沌修を拘固りに行々

うために、ごy白玉矢バjのクレーまゲーを

購人した：にてj～4だア7・の路面穴しを

迎めていまず．

　

このグレーダーはGD30型モーター

グ・．－ダー（65馬力）で4月2日に420万

円で購入したもので、作票はI口人力

70人分の能率があがり、連口上要路線

の納修に．大活躍をしています．（lj：貞は作男中のグレーダー）

2千人分を給食できる

　

給食センターが完成

　

大野織均工■協同組合では、心日一

区叫台地係の県道沿いに、総工賞2千

800万円で2．000人分の給食能ノJをもつ

給食施設の建段を急いでいましたが、

このほど県ドではじめてといわれるオ

ートライマ（自動配米配水機）など近況

的機械咆設の完備した給食センまターが

完成、8月1日から操業を開好けまること

になりました。

　

剛給食センターは、鉄筋鉄俘ヽに屋建

て延べ570Trtのモダンな建物、オート

ライマ、三辿式洗浄機、ガス魚焼き機

盛り付けベルトコンベヤーなど5つ点の

衛生的近代施設が完備しでいます。1

川2，000人分の給食作業がすべて自動

的に洲理でき、1食ずつ盛り付けられ

た給食は5台の自動ぶで各組合。はへ配

達されるこ、りこなっていますっ

　

給八費は1剛15～120円程唆で、8月

から常時倒食500人、リ食1、500人、夕

食50j人分の給丘がはじまり、作業能

率が軌巡にのれば組合Q以外の給食に

も応ずるそうです。

　　　

（写真は外観と訓製宅）

　
　

子
も
母
も
健
や
か
に

　

阪
谷
、
小
山
地
区
で
愛
育
会

　

阪
谷
、
小
山
地
区
で
は
小
学
校
入
学
前
の

乳
幼
児
を
も
っ
ば
親
の
手
で
、
身
心
と
も
に

健
康
な
子
を
育
て
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
愛
育

会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
会
貝
の
自
上
的
な
計
画
に
よ
っ

て
、
乳
幼
児
の
鮭
康
管
理
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
や
、
離
乳
食
と
幼
児
の
問
食
に
つ
い
て

の
講
習
会
、
受
胎
調
節
、
乳
幼
児
検
診
、
幼

児
の
し
っ
け
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行

な
い
、
会
員
の
保
健
衛
生
知
識
を
高
め
、
母

子
と
も
に
健
忿
な
胃
成
を
推
進
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
こ
う
し
た
自
主
的
な
活
動
が
各
地

区
で
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

　
　

老
人
の
温
泉
保
養

県
で
は
、
こ
と
し
も
六
十
五
歳
以
上
の
方
々

の
温
泉
保
養
を
つ
ぎ
の
方
法
で
始
め
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
市
の
福
祉
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Λ
優
養
先
芦
原
温
泉
「
ふ
じ
屋
旅
館
」
か

　

「
ち
と
せ
旅
館
」

△
料
金
一
泊
二
食
五
〇
〇
円

　

た
だ
し
入
湯
税
と
サ
ー
ビ
ス
料
は
別

Λ
人
貝
一
日
最
高
十
五
人
ま
で
で
六
五
〇

　

人
に
達
す
る
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

△
申
し
込
み
方
法
希
望
者
は
事
前
に
旅
館

　

へ
’
r
約
申
し
込
み
を
し
て
、
そ
の
承
諾
を

　

得
て
か
ら
県
の
厚
生
世
話
課
へ
申
し
込
み

　

県
の
利
川
券
を
も
ら
う
こ
と
に
な
つ
て
い

　

ま
す
が
、
市
の
福
祉
事
務
所
で
こ
れ
ら
の

　

手
続
き
を
い
た
し
ま
す
。

　
　

鳩
ヶ
湯
－
白
山

　
　

間
に
道
し
る
べ

　

市
で
は
登
山
者
の
安
全
と
登
山
客
の
誘
致

を
ね
ら
っ
て
、
七
月
十
七
日
鳩
ヶ
湯
か
ら
三

峯
、
別
山
、
白
山
に
い
た
る
道
し
る
べ
を
た

て
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鳩
ヶ
湯
方
面
か
ら
の

登
山
道
が
［
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

白
山
‐
－
別
山
―
鳩
ヶ
湯
、
そ
れ
に
各
地
名
を

入
れ
た
道
し
る
べ
と
「
飲
用
水
あ
り
」
と
書

い
た
立
て
札
二
十
五
枚
を
別
山
ま
で
の
聞
に

立
て
た
も
の
で
す
。

　

同
コ
ー
ス
は
他
に
比
べ
て
逆
の
り
は
遠
い

が
、
非
常
に
見
晴
ら
し
が
良
い
の
で
、
白
山

か
ら
の
下
山
者
を
大
野
市
へ
誘
致
す
る
の
と

一
昨
年
の
地
震
い
ら
い
道
が
荒
れ
て
い
る
の

で
、
登
山
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に
立
て
た

も
の
で
す
。

　
　

山
村
中
堅
青
年
の

　
　

技
術
交
流
生
募
集

　

県
で
は
山
村
の
青
年
を
林
業
先
進
地
の
農

家
な
ど
へ
派
遣
し
て
、
進
ん
だ
林
業
、
林
産

の
技
術
や
経
営
を
身
を
も
っ
て
習
得
し
て
い

た
だ
き
、
自
家
の
経
営
改
善
や
地
域
全
体
の

林
産
業
の
近
代
化
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
青

年
を
養
成
す
る
た
め
に
、
県
外
技
術
交
流
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

派
遣
先

　
　

育
菌
関
係
岡
山
県

　
　

シ
イ
タ
ケ
栽
培
群
馬
県

　

申
し
込
み

　
　

県
の
林
業
改
良
指
導
員
ま
た
は

　
　

市
の
林
務
課
へ
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国体（署琵）とは

　

国体は広く国民の間にスポーツを振

興して、その普及発達と、アマチュア

スポーツ精神の高揚をはかり、あわせ

て国民の健康を増進して、生活を明る

くすることを目的とし、天皇、皇后両

陛下をお迎えして、全匿各地から選ば

れた約2万人の選手役員が集まって行

なうスポーツの大祭典です。

＜］国体のはじまりC〉

　

国体は昭和21年に終戦後国民の意気

が消沈しているのをみたスポーツマン

の呼びかけによって、京都府を中心に

第1回の大会が行なわれました。それ

以後毎年行なわれ、ことし（昭和38年）

は17回目となります。なお全国的な体

育祭典は戦前も、明治神宮国民体育大

会の名で行なわれていましたが、昭和

16年秋の大会をもって一時中断し、戦

後「国民体育大会」の名で復活したも

のです。

＜］なぜ国体を福井県に招致しようと

　

するのか［〉

①スポーツを振興し、県民のおう盛な

　

体力、志気の高揚をはかるため

②郷土を愛し、たくましく積極的な県

　

に昭神をつくりだすため

③道義心をたかめ、公共施設を整え、

　

環境を美しくして、生活文化と産業

　

を発展させるため

④福井県を全国の人に知ってもらい、

　

友情を基盤とした交流を一層深くす

　

るため

＜］国体の開催地はどうしてきめるか［＞

　

国体が県勢の発展のためたいへん効

果があるので、どの県でも国体をやり

たがっています。第23回を希望してい

るのは福井県をはじめ三重県、京都府

などで、熱心な招致運動を進めていま

す。

　

どの県で開くかをきめるのは、国体

委員会ですが、昭和59年に本部から県

民の力の入れかたや、施設などを見に

きて、本県でやれるかどうかを調べ、

他の県とくらべて決定します。ですか

ら本県としては、第23回招致をめざし

県民一丸となって努力する必要があり

まず。

　

全国大会に初の出場

　

一般女子ソフトボールチーム

　

大野市代表の一般女子ソフトボール

チームは去る5月の県大会、7月の北

信越大会でそれぞれ優勝し、8月25日

から3「1間、愛知県で行なわれる全日

本一般政子ソフトボール選手権大会に

初の出場権を獲得しました。

　

このチームは市内の各機業場から選

ばれた「オー・レ織物」チームで、県大

会の決勝戦で「オール勝山土こ5対Oで快

勝、長野県で行なわれた北信越メこ会の

決勝戦では強敵長野県代表日本コンデ

ンサーに10対0の大差で優勝し、初の

全国大会への出場権を得たことはほん

とうによろこばしいことです。

　　

ツ反、BCG接種日程

8月5日1．00～2．00松丸分校

　

・2．30ヽ3．00森口小学校

　

6日1．00ヽ2．00蕨生小学校

　

7口タノ松丸分校

　

”2．30～3．00森た小学校

　

・・1．00～2．00乾側小学校

　　

8日〃蕨生小学校

　　

9日〃乾側小学佼

　

12日1．00～1．30木本分校

　

・・2．00～3．00五条方分校

　

】4日1．00ヽ2．00木本分校

　

”2．30～3．00五条方分校

　

20ロ！．30～2．30若生子小学校

　

”1．00～2．00」こ庄小学校

　

21日1．00～2．00小山小学校

　

22日1●00～1．30若生子小学校

　

・・2．00ヽ3．00上庄小学校

　

23日1●00～200小山小学校

　

27日〃西校

　

23日〃下庄小学校

　

29日〃四校

　

5J口・・下庄小学校

　

レントゲン間接撮影日程

8月3日9．30ヽ11．30富田たばこ取

　　　　

扱所前

　

5日9．30～11．50鍬掛

　

ノ／1．00～4．00庄林分校

　

8口930～日．00勝原小学校

　

”1．00～5．30水本分校

　

9日9．30～□．30堂島

　

・・1．00～3．30柿ヶ隔

　

22日9．30ヽ11．3C阪谷小学校

　

・’12．30～2．00六呂師小学校

　

”2●30～4．00松丸分校

　

23日9．50～12．00四番浄勝寺炭

　

”】●00～4．00山王児童公園

　

24日9．30～12．00小山小学校前

　

26日9．00～11．00篠座神社前

　

”11●00ヽ1．00か島機業場横

　

・・1．30～4．00大野織布前

　

27日9．30～12．00元市役所前

　

”】．00～4．00大野貨物前

　

29日9．00～4．COブく野保健所

都合によりどこの会場で受診されても

結構です．

あほなこっちやノ

　　

「水死者続出」

日曜日も休めません

エンマ大工

アホナコッチャ．／

風見鶏

V
案
じ
ら
れ
た
長
梅
雨

か
ら
一
転
し
て
、
強
烈

な
土
用
日
ざ
し
が
さ
ん

さ
ん
と
大
野
盆
地
に
照

り
輝
い
て
い
る
。
▼
消

夏
法
に
も
こ
の
頃
ル
ー
ム
・
ク
ー
ラ
ー
や
デ

ラ
ッ
ク
ス
な
冷
房
装
置
が
流
行
し
て
き
た
。

　

「
心
頭
滅
却
す
れ
ば
火
も
ま
た
涼
し
」
の
禅

門
の
哲
学
も
確
か
な
真
理
で
あ
る
。
が
、
最

も
健
康
的
で
し
か
も
大
衆
的
な
も
の
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
に
越
す
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
▼

来
年
秋
に
は
待
望
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
日
本
民
族
の

体
位
な
ら
び
に
精
神
の
向
上
が
期
せ
ら
れ
る

な
ら
ば
幸
い
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
あ
る
ま

い
。
福
井
県
民
も
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
国
体

招
致
を
昭
和
四
十
一
年
を
し
ざ
し
て
準
備
中

で
あ
る
。
と
か
く
後
進
県
と
い
わ
れ
て
い
る

本
県
に
お
い
て
の
問
催
意
義
は
極
め
て
深
い

と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
▼
わ
が
大
野
市
に

お
い
て
も
八
月
二
十
四
、
五
、
六
の
三
日
間

に
わ
た
っ
て
奥
越
を
中
心
と
す
る
県
民
体
育

大
会
が
問
か
れ
る
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
相

撲
、
剣
道
、
卓
球
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
水
泳

と
六
種
た
に
の
ぼ
る
競
技
種
し
は
、
国
体
の

問
催
予
定
種
し
、
一
般
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
相

撲
の
試
金
石
で
あ
る
と
見
た
い
。
V
先
に
開

か
れ
た
県
中
体
連
ド
催
の
県
中
学
校
相
撲
大

会
は
、
各
方
面
の
協
力
の
も
と
に
無
事
終
了

し
た
。
来
る
八
月
十
七
、
十
八
の
両
日
、
県

教
職
0
の
体
育
大
会
が
当
市
の
各
地
に
お
い

て
問
催
さ
れ
る
。
V
こ
の
機
会
に
市
民
の
全

川
に
わ
た
っ
て
の
協
力
と
、
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
大
会
を
通
じ
て
伸
び
ゆ
く
大
野
市
の
原

動
力
と
な
る
べ
き
、
体
位
な
ら
び
に
桁
神

の
向
上
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
y
L
土
用

の
虫
干
し
は
ひ
と
り
笞
物
の
み
の
問
題
で
は

な
い
。


	19630801_001.pdf
	page1

	19630801_002-3.pdf
	page1

	19630801_004.pdf
	page1


